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「やさしいリモートオブジェクト」

本連載わずか4回目にして、突如リ

モートオブジェクトが登場しました。

ネットワークのモダンな利用法です。

これまでの3回が非常に基本的かつ初

歩的な話題に終始していたのに、いき

なり「.NETリモーティング」ですから、

本誌編集部の面々も面食らったのでは

ないかと思います。実際、「.NETリモ

ーティング」は従来の「DCOM」を置

き換えるものですから、かなり高度な

プログラミングに属するはず。しかも、

DCOMといえばCORBAの対抗馬でし

たね。そのCORBAは、Javaでエンプラ

する際にもてはやされている例の複雑

怪奇な代物。そんなネットワーク技術

を凌駕する「.NETリモーティング」が、

簡単であるとは思えません。少々簡単

になったところで、決して本連載第4回

にふさわしいレベルになるはずもあり

ません。そもそも、DCOMとかCORBA

の類は、いまだに「最新の技術」であ

るかのような扱いではありませんか。

しかも、CORBAの場合には、複雑怪奇

に加えて金もかかるという二重苦の世

界。何がどうなっているのでしょう。

小さなサンプルで

.NETリモーティング

インターネットに加速された分散プ

ログラミングには話題は事欠きません。

いわゆるエンタープライズうんぬん、

eBusinessうんぬんの世界です。しかし

DCOM、CORBA、RMI……、などと

いう類の雑学は、本連載の読者のみな

さんには決して求められていませんの

でご安心ください。みなさんを初心者

扱いするのではなく、DCOMやCORBA

がすでに時代遅れの代物になっている

からです。「.NETリモーティング」の登

場で、分散処理うんぬんの世界は長足

の進歩を遂げ、従来の技術は一夜にし

て時代遅れの産物と化したのです。論

より証拠、今月はみなさんに「.NET

のリモーティング」していただきます。

まず今月の例題のリストを見てくだ

さい。いつもより短く簡単であること

がわかります。今月、これだけの例題

をこなせば、みなさんはご自分で結構

見栄えのする「.NETのリモーティング」

プログラミングができるようになるの

です。
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例題1：ローカルにCalc（CS01.cs）

今月はCalcという電卓用のクラスを

例に用います。ただし、話を簡単にす

るために、この電卓には足し算の演算

機能しかありません。Calcの中身は次

のように非常に簡単なものです。

class Calc
{

public double Add(double x,
double y)

{
return x+y;

}
}

ここで、このクラスが非常に大規模

なものになっても、話の筋はまったく

変わりませんので、今月はこれで我慢

してください。

この電卓クラスの使い方は次の通り

です。

Calc calc = new Calc();
double z = calc.add(1.23, 2.34);

Calc型オブジェクトcalcを生成した

ら、これに対してメソッドaddを用いれ

ばよろしい。それでは、このCalcクラ

スとその使い手（クライアント）をま

とめて例題1とします。リスト1をご覧

ください。何の問題もないと思います。

実行結果は図1のとおり。

先月まではプリント時の書式を指定

してきました。しかし、今月はリモー

ティングに焦点を当てるため、書式は

気にしないことにします。

さて、この例題では、電卓をローカ

ルに生成しています。ここで、この電

卓が、実は単なる電卓ではなく、大規

模なデータベースにアクセスしたり、

あるいは特殊なハードウェアにアクセ

スするために、特定のサーバー上でし

か動作しないというような状況を考え

てください。しかし、その電卓を用い

るクライアントプログラムは、あちこ

ちのWindows機で走る必要があるとす

れば、サーバーとクライアントの間に

は必然的にネットワークが介在し、そ

れを支えるカラクリが「.NETリモーテ

ィング」なのです。それでは、段階を

追ってリモーティングすることにしま

しょう。

例題2：Calcのライブラリ化

（CS02calc.cs）

Calcライブラリ

「.NETリモーティング」への第一歩

は、クラスライブラリの作成です。あ

るいは、クラスライブラリがあれば、

それは容易にリモート化できると理解

してもよろしい。先の例題からCalcク

ラスの部分だけを抜き出してクラスラ

イブラリを作ります。Visual Studio

.NETで新規プロジェクトを作成する際

にテンプレートで「クラスライブラリ」

を選択して枠組みを作ればよろしい。

ここで要注意なのは、クラスを

Publicにすることです（リスト2）。

「やさしいリモートオブジェクト」

using System;

namespace CS01calc
{

/// <summary>
/// Calc：足し算専用電卓クラス。ここではローカルに
/// しか用いないので、Publicにしなくてもよい
/// </summary>
class Calc
{

/// <summary>
/// 実数の足し算、x＋yを返す
/// </summary>
public double Add(double x, double y)
{

return x + y;
}

}

/// <summary>
/// Calcを用いるクラス、すなわちクライアント
/// </summary>
class Class1
{

/// <summary>
/// アプリケーションの主関数
/// </summary>
[STAThread]
static void Main(string[] args)
{

// Calcオブジェクトを生成
Calc calc=new Calc();
double x=1.23;
double y=2.34;
Console.WriteLine("{0}+{1}={2}", x, y, calc.Add(x,y));

}
}

}

リスト1：例題1（ローカルにCalcクラスを用いるコンソールアプリケーション）

図1：例題1の実行結果




